
平成２９年度 国立夜須高原青少年自然の家 教育事業報告 

生活・自立支援キャンプ（学習支援） 

オータムラーニングキャンプ 
 

１ 趣 旨 

   ひとり親家庭の生活の向上に寄与するため、子育てに関する現状や悩み、家庭で大切にしている 

ことを共有し合い、互いに学びを深め、ネットワークづくりを行う。 

また、自主学習を中心に、切磋琢磨しながら互いに学び合い、学力の向上を図るとともに自然体

験活動・生活体験活動を通して豊かな心の育成（コミュニケーション能力、自立心、協調性、自己

肯定感の向上等）及び生活習慣の向上を図る機会とする。 

 

 

２ 主 催 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立夜須高原青少年自然の家 

 

３ 連携機関 

福岡県母子寡婦福祉連合会 

 

４ 期 日 

平成２９年１０月２１日（土）～１０月２２日（日）〈１泊２日〉 

 

５ 会 場 

国立夜須高原青少年自然の家 

 

６ 対 象 

福岡県母子寡婦福祉連合会会員（親子で 50 名程度） 

 

７ 参加者 

○参加人数：２４名（中学１：１名、中学２：７名、中学３：１６名）保護者：４名 

◯学習ボランティア：９名 

○福岡県母子寡婦福祉連合会：７名 

 

 

８ 日 程 

 ○１０月２１日（土） 

開会行事、学習、ニュースポーツ（キンボール） 

○１０月２２日（日） 

学習、ニュースポーツ（シャッフルボード、ユニカール）、閉会行事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９ 活動の実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開会行事】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【キンボール】 

 

 

 

 



１０ アンケートから 

○新しい友達や勉強ができて良かったです。（中学３年女子） 

○受験対策になった。（中学３年女子） 

○勉強も遊びも程度よく楽しめました。（中学３年女子） 

○自分の地域の先生だけでなく、いろいろな先生に教えてもらえてうれしかった。（中学３年女子） 

○高校生になってからも参加したい。 

 

１１ 成果 

 ○キャンプの前に、福岡県母子寡婦福祉連合会と学習ボランティア講師との事前打ち合わせの時間を

確保できた。（夜須高原青少年自然の家担当者も同席） 

  また、次年度にむけて期日やプログラムについて、福岡県母子寡婦福祉連合会担当者に伝えること

ができた。 

○キャンプ当日の懇談会では、反省を含め次年度のプログラム内容を協議することができた。 

  

１２ 課題 

 ○連携機関の福岡県母子寡婦福祉連合会がねらいとする「学習支援」に対して、参加者には「遊び」

の時間を期待して参加している生徒が数名いることで、参加者へは「学習キャンプ」ということを

周知する必要がある。（次年度への引き継ぎ事項） 

 ○ニュースポーツ（キンボール）の際、男子生徒と女子生徒が接触し、女子生徒が左目横を体育館フ

ロアーに打ち付け打撲し病院へ搬送することになった。（診断結果は異常なし） 

  体験活動をプログラムに盛り込む際には、「安全」に活動できるように説明・指導が必要である。 

 


